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警察職務に協力援助 Lた ；：

人
の
補
償

ぜっ

印刷所

欝
祭
の
仕
移
は
一
般
国
民
の

協
力
援
助
を
必
要
と
し
、
事
件

や
災
害
、
雑
踏
笹
備
に
し
て
も

強
く
要
望
さ
れ
る
わ
け
で
す
。

そ
れ
で
職
務
執
行
中
の
鱗
察
官

が
必
要
に
よ
り
援
助
を
求
め
た

場
合
、
叉
は
協
力
螺
助
す
る
こ

と
が
相
当
と
認
め
ら
れ
る
場
合

に
協
力
媛
助
し
て
災
誌
を
う
け

又
は
兇
思
犯
罪
の
現
行
犯
人
が

お
り
替
祭
官
等
が
そ
の
場
に
い

な
く
自
ら
述
楠
や
被
答
者
の
叙

助
に
当
っ
た
者
で
災
害
を
被
ワ

た
場
合
は
、
「
笹
察
官
の
職
務

に
協
力
し
た
者
の
現
害
給
付
に

関
す
る
法
律
」
と
い
う
法
律
で

死
亡
し
た
り
負
傷
し
た
も
の
に

つ
き
、
療
養
そ
の
他
の
給
付
が
行
わ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
犯
人
逮
捕
の
場
合

は
勿
論
水
難
火
災
の
場
谷
、
或
は
山
の
避

難
救
助
の
場
合
な
ど
随
分
適
用
範
聞
が
広

狩
猟
者
講
習
会

開
催
に
つ
い
て

昭
和
三
十
二
年
七
月
狩
狙
法
が
改
正
さ

れ
そ
の
後
毎
年
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
狩

強
者
講
習
会
が
今
年
も
左
記
に
依
り
開
催

さ
れ
ま
す
の
で
今
秋
狩
強
免
許
を
受
け
よ

う
と
さ
れ
る
方
は
必
ら
ず
受
講
さ
れ
る
よ

う
お
願
い
致
し
ま
す
。

「
戸
U

て
日
時
八
月
二
十
四
日
午
前
十
時

t

午
後
四
時

二
、
場
所
朝
日
町
公
民
舘
（
役
場
横
〉

・
受

講

科

目

①
狩
猟
に
関
す
る
法
令

②

狩

撤

鳥
獣
の
判
別

①

磁

』長
の
取
扱

－
携

行

品

①

テ

キ

λ

ト
（
三
十
三
、
四
年
度
用
）

②
筆
記
用
具
一

①

中

食

い
て
恥
知
ら
ぜ

い
の
で
す
。
而
も
こ
の
法
律
は
「
国
家
公

務
員
災
害
補
償
法
」
の
規
定
を
参
し
ゃ
く

し
て
給
付
が
示
さ
れ
て
お
り
本
県
と
し
て

は
県
条
例
で
昨
年
四
月
一
日
か
ら
鈍
行
さ

れ
て
い
ま
す
。

訟
の
骨
子
を
あ
げ
て
み
ま
す
と

給
付
基
礎
制

療
費
山
を
除
き
一
日
三
七

O
円
｜

六
O
O円

陣
容
給
付

最
高
凶
九
万
五
千
円
｜
八
O
万
五

千
円

遺
践
給
付

二
万
二
千
二
百
円

l
－一
万
六
千
円

打
切
給
付

四
四
万
四
千
円
｜
七
二
万
円

休
養
給
付

二
二
二
円
｜
三
六
O
円
（
勤
務
を

休
ん
だ
た
め
の
割
増
金
）

な
ど
で
あ
り
ま
す
。

（
入
善
警
察
署
）

朝
日
町
民
野
球
大
会

朝
日
町
体
育
協
会
が
主
催
す
る
町
民
野

球
大
会
が
八
月
二
十
一
日
（
第
一
一
一
日
曜
）

小
丸
山
公
国
グ
ヲ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
す
。

地
区
対
抗
で
参
加
選
手
は
年
令
別
、
親

睦
と
舵
肢
を
目
あ
て
と
す
る
行
事
に
参
加

し
暑
さ
を
か
っ
飛
ば
し
て
い
た
だ
き
た
い

鮪
十
主
回
国
民
体
育
大
会
準
硬
式

野
球
富
山
県
予
選
小
丸
山
公
園

グ
ラ
ン
ド
に
て
挙
行

九
月
三
日

t
点
目
、
毎
年
朝
日
町
で
開

催
さ
れ
て
い
る
大
会
が
本
年
も
ま
た
小
丸

山
公
園
グ
ラ

γ
ド
に
て
行
わ
る
こ
と
な
っ

た
、
国
体
開
催
時
に
あ
げ
た
声
援
を
今
一

度
よ
み
が
え
ら
せ
て
協
力
を
お
願
い
し
た

、。‘uv 
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0
0
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青
少
年
を
ま
も
ろ
う

い
た
ま
し
い
水
の
犠
牲
か
ら

土
用
に
入
っ
て
か
ら
き
び
し
い
暑
さ
が

統
き
、
例
年
に
な
い
水
の
犠
紛
が
各
地
で

相
つ
い
で
い
ま
す
。
わ
が
朝
日
町
で
も
こ

の
立
に
な
っ
て
宮
崎
浜
で
二
名
の
背
少
年
一

の
水
死
事
故
が
あ
り
ま
し
た
。

一

朝
日
町
の
背
少
年
が
似
か
に
た
く
ま
し
v
一

く
こ
の
誌
に
鈴
え、

い
た
ま
し
い
水
の
犠
一
一

性
を
出
さ
ぬ
よ
う
お
互
に
注
窓
し
ま
し
ょ
一

ミ
J
o

－

－
川
や
向
へ
行
く
と
き
は
、
泳
ぎ
の
出
来
一
一

る
大
人
と
↑
絡
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

一

・
「
誰
と
ど
こ
え
、

何
時
頃
か
え
る
か
」
一

家
族
に
知
ら
せ
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

一

・
な
る
べ
く
指
定
さ
れ
た
雨
水
浴
場
で
泳
一

ぎ
ま
し
ょ
う
ザ

一

・
身
体
の
ぐ
あ
い
の
悪
い
時
は
泳
が
な
い

一

よ

う

に

し

ま

し

ょ

う

。

一

・
準
備
運
動
党
充
分
に
し
ま
し
ょ
う
。
一

・
自
分
の
泳
ぎ
の
カ
を
勾
え
、
無
理
は
や
一

め
ま
し
ょ
う
。

一

・
水
く
ぐ
り
ぞ
が
i
ト
、
艇
な
ど
特
に
気
－

を

つ

け

ま

し

ょ

う

。

－

・
南
保
、
大
家
庄
小
学
校
の
プ
l
b
y
を
つ

か
っ
て
全
部
泳
付
る
よ
う
に
練
習
し
ま

し
ょ
う
。
両
小
学
校
と
も
プ
ー
ル
は
解

放
し
て
い
ま
す
。

ラ
ジ
オ
体
操
を
し
よ
う

学
校
の
夏
休
み
と
共
に
各
地
区
に
学
校

の
児
訪
生
徒
を
中
心
と
て
た
ラ
ジ
オ
休
繰

の

会

が

は

じ

ま

っ

て

い

る

。

回

ヲ
ジ
オ
体
操
は
壮
半
、
老
年
に
と
っ
て

特
に
大
切
と
考
え
ら
れ
る
、
血
液
の
じ
ゅ

ん
療
を
よ
く
し
、
腰
ま
が
り
を
防
ぎ
肩
の
・

こ
り
を
ほ
ぐ
し
、
筋
肉
を
若
が
え
ら
せ
て

老
す
い
を
防
ぐ
最
も
適
切
な
運
動
で
あ
る

上
手
に
や
る
の
が
よ
い
の
で
は
な
く
自

分
の
体
を
曲
げ
伸
す
こ
と
が
大
事
な
の
で

今
時
期
が
最
も
よ
い
、
ラ
ジ
オ
体
操
の
会

に
参
加
し
て
自
分
の
健
康
を
守
ろ
う
。

4
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ヲ
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へ
き
地
学
校
の
教
育
は

教
育
の
機
会
均
等
、
こ
ど

も
の
人
総
噂
輩
、
国
十
一健

作
開
発
な
ど
の
面
か
ら
最

近
と
く
に
強
調
さ
れ
て
い

る。
朝
日
町
の
へ
き
地
学
校

と
い
え
ば
境
小
学
校
大
平

分
校
、
南
保
小
学
校
蛭
谷

分
校
の
二
つ
で
あ
る
。

大
平
分
校
は
ニ
学
級
で

三
五
名
、
蛭
谷
八げ
校
は
四

位
’級
で
じ
七
名
の
こ
ど
も

を
牧
容
し
て
い
る
。

大
平
も
蛭
谷
も
山
般
の

部
落
で
立
地
条
件
が
一忠
く
文
化
環
境
に
恵

ま
れ
ず
、
こ
こ
の
こ
ど
も
は
純
朴
で
人
な

っ
こ
い
が
表
現
力
に
之
し
く
学
習
意
欲
が

ひ
く
い
。
身
体
の
発
育
も
平
地
に
比
ベ
体

位、

運
動
能
力
と
も
劣
っ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
条
件
の
も
と
に
文
化
的
後
進
性
を
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ひさ

克
服
し
、
社
会
絡
験
的
乏
し
き
を
補
い
、

こ
ど
も
に
劣
等
感
を
も
た
せ
ず
教
育
す
る

こ
之
は
非
常
な
努
力
を
要
す
る
、
学
力
向

上
が
要
望
さ
れ
科
学
技
術
教
育
の
叫
ば
れ

る
今
回
、
特
別
教
室
も
な
く
、
運
動
場
は

放
く
、
教
材
教
具
も
他
の
学
校
に
比
べ
て

問
題
に
な
ら
ず
、

同
家
基
準
よ
り
遥
か
に

低
位
に
あ
る
。

し
か
し
校
下
民
の
教
育
に
対
す
る
熱

意
、
こ
ど
も
の
将
来
に
対
す
る
期
待
感
は

非
常
に
大
き
く
、
体
育
、
視
総
覚
、
図

書
、
給
食
等
の
施
設
々
側
、

児
童
福
祉
に

対
す
る
経
術
的
援
助
は
涙
ぐ
ま
し
い
も
の

が
あ
る
。

教
職
員
は
大
平
は
＝
名
、
蛭
谷
は
四
名

と
学
級
数
と
閉
じ
教
員
が
配
置
さ
れ
補
助

教
員
は
な
く
、
手
不
足
に
悩
み
な
が
ら
校

下
の
教
育
セ
ン
タ
ー
文
化
セ
ン
タ
ー
と
し

て
の
使
命
を
自
覚
し
、
地
域
．
く
る
み
の
教

育
に
精
進
し
て
居
ら
れ
る
。

特
に
大
平
分

校
で
は
視
式
学
級
で
あ
り
教
職
員
が
住
宅

一
八
月
三
十
一
日
は
町
県
民
税
第
二
期
分
納
期
一

一
で
す
お
忘
れ
な
く
早
目
に
納
め
ま
し
ょ
う
一

あ

朝
日
町
連
合
婦
人
会

七
月
二
十
八
日
午
前
九
時
か
ら
小
川
中

学
校
講
堂
に
お
い
て
総
会
を
ひ
ら
き
、
本

村
町
長
、
大
廿
巾
央
公
民
長
の
げ
き
れ
い

の
挨
拶
が
あ
っ
て
会
務
報
告
に
う
つ
り
町

上
多
年
連
合
婦
人
会
に
功
績
の
あ
っ
た
金

森
保
さ
ん
に
感
謝
状
が
お
く
ら
れ
た
。

続
い
て
、
こ
れ
か
ら
の
姉
人
会
活
動
に

つ
い
て
の
テ
ー
マ
の
も
と
に
パ
ツ
セ
ツ

ν

ヨ
ン
が
あ
り
各
地
区
代
表
者
の
活
綾
な

意
見
発
表
、
討
論
が
行
わ
れ
た
。

県
社
会
教
育
主
事
国
村
澄
子
さ
ん
の
講

演
が
あ
り
午
後
は
レ
ク
リ
エ

l
ν
ヨ
ン
に

く
つ
ろ
い
だ
。

へ
写
真
は
朝
日
町
連
合
婦
人
会
緯
会

に
お
け
る
パ
ツ

セ
ツ

νヨ
シ
）

観
光
写
真
入
選
者

朝
日
町
観
光
協
会
主
似
の
朝
日
町
観
光

一写
真
コ
ン
ク
ー
ル
は
中
野
峻
陽
氏
ら
の
審

一世
？
に
よ
っ
て
左
の
諸
氏
が
入
選
さ
れ
た

一林
間

小

丸

山
公
悶
（
朝
日
町
山
山口
周〉

竹
内
山
男

一村
巡

ニ
名

捌

山

加
版
太
郎

一

小
川
協
同
水
野
天
風
心

科

川
辺
平

一件
．作

五
名

一

説
明
の
芯
和
問
り

竹

内
正
男

ヒ
心J

が

沌

深

Mm
栄
進

制
日
日
川
上
よ
り
討
作
、
山
川
町
吊
を

望
む

山
的
俊
則

以
山
市川
上
か
ら
マ
イ
ク
ロ
ワ
エ
グ
を

望

む

渚

次

民

夫

小
丸
山
グ
ラ
ン
ド
よ
り
、
小
川
温
泉

真
山
桜
樹
を
望
む

許
水
民
夫

に
泊
り
こ
み
の
た
め
校
下
社
会
教
育
も
一

手
に
引
受
け
並
々
な
ら
ぬ
苦
労
で
あ
る
。

昨
年
の
へ
き
地
教
育
振
興
法
に
よ
る
へ

き
地
指
定
の
改
正
に
よ
り
大
平
蛭
谷
と
も

へ
き
地
指
定
か
ら
は
ず
さ
れ
県
の
経
済
的

援
助
も
考
え
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
こ
ど
も

の
人
権
勝
重
、
教
育
の
機
会
均
等
の
立
場

か
ら
こ
の
恵
ま
れ
ざ
る
へ
き
地
分
校
の
た

め
に
物
心
両
面
に
わ
た
り
町
民
各
位
の
理

解
と
協
力
を
切
望
し
た
い
。

回班血盟国

赤

痢

予

防

に

町

民

¥¥ 

Jコ

要て

望

最
近
県
内
各
地
に
お
い
て
赤
痢
が
次
々

と
集
団
的
に
発
生
し
て
お
り
全
国
的
に
み

て
も
増
加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
木
県

に
お
い
て
は
六
月
一
日
現
在
で
四

O
五
名

と
昨
年
同
期
と
比
べ
四
倍
以
上
の
大
巾
な

発
生
増
を
示
し
夏
季
に
近
づ
く
に
つ
れ
誌

々
ま
ん
延
の
襟
相
を
呈
し
て
来
て
お
り
ま

す
の
で
、
町
民
の
各
位
は
今
後
次
の
点
に

注
意
し
て
赤
痢
等
の
伝
染
病
に
感
染
し
な

い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

一
、
下
痢
、
発
熱
を
生
じ
た
人
は
速
や
か

に
医
師
の
診
察
を
受
け
て
下
さ
い
。

特
に
紫
人
治
療
は
完
全
に
治
っ
た
と
思

っ
て
も
伝
決
病
で
あ
っ
た
場
合
は
附
が

残
っ
て
い

γ
再
発
又
は
周
囲
の
人
々
に

感
染
さ
せ
ま
す
か
ら
必
ず
医
師
に
よ
る

治
療
を
受
け
て
下
さ
い
。

二
、
赤
痢
は
誕
使
に
よ
る
経
口
伝
染
で
す

か
ら
食
事
前
、
用
便
後
の
手
洗
い
や
・
厳

重
に
励
行
し
て
下
さ
い
。

一二、

生
水
、
生
物
は
あ
ま
り
多
く
飲
食
し

な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

四
、
ね
ず
み
、

蚊
、
ハ
エ
は
伝
染
病
の
媒

介
を
す
る
か
ら
家
毘
内
外
の
滞
円
怖
を
徹

民
的
に
実
施
し
て
下
さ
い
。

尚
こ
の
消
仰
は
町
内
毎
に
日
を
き
め
て

い
っ
せ
い
に
実
施
す
る
事
が
望
ま
し
い

で
す
。

五
、
井
戸
水
の
汚
染
さ
れ
る
恐
れ
の
あ
る

も
の
に
つ
い
て
は
常
に
消
毒
を
行
う
よ

う
に
し
て
下
さ
い
。

六
、
学
校
、
工
場
、
事
務
所
の
責
任
者
は

常
に
生
徒
臓
員
、
労
務
者
等
の
欠
阿
に

ついて常時観察し異常者の早期発

病 名［ 1高原体 Ii＇~ir 伏 期 ！ 病 状

コ レ フ コ レ ラ iW 1日～8日誠しいl酬以下刑判1い使は米のとぎ什にfIT~
ー一 一 急に京弱し約半数は死亡

亦 痢 持赤、f{~jア痢メ ー！日パ｛ 2臼～7日
発熱後の下WJの回数が死多くなり腹痛を伴い粘血便

（疫痢） が出る、老人や子供に 亡が多い。疫痢は小児を

夜~－：；－：－；：－ ・n協チ子三由
犯す中市航jわ吋指し、赤痢で、ひきつけ幅吐など
週持続性．の制熱ぢり、｜’う。普$4～5週で治るが後半

パラチプス パ ヲ チプス ！~＼i I週～2週 期にしばしば脱出［｛1tf邸穿孔などが起る

…ャ 山 ャ；」＇：ii2臼～7日r去i熟、 l来絞が痛み犬のl吠えるような咳、喉に白い偽
が出 る

九年1(1けリ：i!fi 高熱喉が痛む全身に赤い発疹、しばしば偽映を生
1lf. 紅 熱 球 1・r 口iI 3日～7日

じデフテ リヤと誤診される

日制；~斗クイ Fレ パ ］…関空振l両市棚、うわごとなど、苑
一一ーー－ l亡 50% 

朝
日
町
鹿
業
委
員
会
委
員

第

一

選

挙

区

宮

崎
境東

草
野

沼

保

月

山
笹

川
桜

町

第

二

選

挙

区

山

王

山

崎

南

保
山

崎

殿

町

南

保

南

保

第

三

選

挙

区

金

山
大
家
庄

藤

塚
一
二
枚
橋

下
山
新

会

推

薦

山

崎

南

保

協

推

蝿

山

崎

大
家
庄

南

保

五
ケ
庄

｛
口笹

川

・開

株

閥

横

尾

議後；.！~ 

噌

E
－
a川
守
h
H
U

宮
川
助
左
ヱ
門

水

島

富

男

米

国

吉

ニ

舘

吉

栄

西

国

豊

次

小

林

一

夫

田
中
栄
次
郎

森

岡

義

賢

長

津

亮

允

山
石
井
定
次
郎

永

口

謙

治

初
回
仁
佐
次
郎

長

谷

爵

蔵

谷

口

幸

｝

高

田

啓

治

伊

藤

勝

造

森

岡

茂

林

政

雄

金
森
孝
次
郎

坂九

口皇

良留

造作

折栴広南山水7}(

谷沢稲部的喝野
並立 2本文

佐次義伊繁三太

代f!IS雄投松郎郎

同

張

島
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国哩主計画符蹴文一例記！

通対益作 第第 第
の処々物本 I I I I I I I I = ニ54 3 2 1一
万す増の町 ｝街路務号｜ ｜ ｜ ｜主たる｜ ｜ ｜ 一
全る加集は理 師｜街路名称｜点 起｜終 点 ｜ I 111 員｜延長 ｜郡部とl政策前二一第第第二矧第一広街朝
をたし積、 ｜議前；1 I I ｜経過地｜ ｜ ｜市巾・こ令制i等等三二一等三二一等協 ロ

緊~！~由lilirrB~！加盟i盟~j駐日7l~i三日1~1協調5広告側類伊類鎖的る
う回あ重県 i 似 し J平柳 665l-'fqv11 6011 -I 18.0 I 100.0 I街術よこしむが／／ // ／／幅はI/// ＊日はllJm級

議皇室長書Ji1~~~田1~11~PQ~~IFiu：抑制 飼い2謂るの茨点北 I n: I a 1 , 1 ~白壁_JZLJjt_If!豆 郡HI沼｛呆 1951沼保｜ 12.o li.sqo.o I次の 、、の 一一一二一ニ一一

去~~i世 ll l~liT泊桜 町線下町~I竪.':'I_3_94 l I _j}i保！＿ui_j？』u_l ~~J 喜怒恒三~~~ミ笠間画
でにるつ位 l f且 し l~sl直下 n14' I 12o!i1soolう 併三くメメメメメすメメメすメ額道

接手引 Il~ l 21 草野大家庄線｜蚕~i云亘~！二日｜二lil~I~ 程~i i~~~i i~~ ；定路
。し、交 、｜ 但 し i東草野 7261月1LI 45~1 I 12.0ll.300.0l'ft' の八 、ルルルJヤルルルルル依
都こ通附 l f三二Lτ三三プ 同~「一一｜←一一｜す 定月街」」
市れ量近 l ｜小JII右岸 ，，Jサ11左岸 ｜区間 ｜ 5.51 120.01モ む一路以以以以以以以以以。
交には食． ． ． ， ． ． ．． る日の上上上上上上上上上



A

－
：
・
に
ん
に
く
安
定
綾
け
い
引
の
焚
め

一①
践
的
技
術
が
答
易
で
あ
る

農
薬
枚
入
を
高
め
て
部
会
絞
め
純
一
村
生
一③
吋
力
掛
川
が
可
能
で
あ
る

前
を
楽
し
む
た
め
に
は
現
在
の
農
業
経
営
①
山門出品
川出
発
生
が
少
い

方
法
を
反
省
し
改
必
ず
べ
き
点
が
な
い
だ

①
反
当
り
生
住
民
が
安
定
し
資
本
が
少
い

一

ろ
う
か

。

①

般
的
仰
と
の
兜
約
裁
政
で
価
格
が
安
定
し

一

今
や
日
本
の
産
菜
界
は
関
内
経
出
力
の

似
先
に
不
安
が
な
い

一

進
出
版
に
作
ひ
一
向
得
倍
増
を
目
指
し
て
大
路

①
北
階
以
外
の
産
地
u
山
と
比
べ
て
品
目
が

一

助
が
な
さ
れ
て
レ
る
今
日
農
業
者
J
も
－L
m
得

一

川
限
れ
て
い
る
の
で
自
由
市
場
で
競
争
に
一

川
地
の
方
途
を
家
庭
持
に
部
活
符
に
そ
の

勝

つ

こ

と

が

出

来

る

一

実
情
に
応
じ
水
稲
作
の
外
に
土
地
の
高
度

以
上
の
事
制
か
ら
考
え
て
・
本
町
の
単
作
改

一

利
用
作
物
裁
倍
、
多
頭
羽
制
台
の
市
産
、

也
、
山
間
地
炭
収
め
消
大
せ
し
行
る
安
定

一

川本
樹
等
紐
々
の
方
注
を
却
し
A
n
い
川
志
の
作
物
で
な
い
だ
ろ

う

か

？

一

研
究
グ
ル
ー
プ
セ
持
っ
て
・
絞
閉
校
山
と
共

．R
当
り
陀
子
位
五
十
〆
で
反
牝
約
三
百
一

川
版
光
州
問
識
を
研
究
し
一
定
以
の
生
姥
物
〆
で
五
万
円
仰
の
牧
人
で
す
か
h
・
以
作
物
一

を
計
嗣
的
に
市
川
物
へ
山
内
す
る
こ
と
ψ
・ω
々
と
し
て
刊
い
は
入
だ
ら
う
。

一

へ
ね
ば
良
家
の
牧
人
日
前
加
は
水
稲
の
み
で
い
は
川
沿
惜
の
庁
は
で
匁
れ
は
い
m
へ
山
・込
さ

一

は
考
へ
ら
れ
な
い
、
朝
日
町
と
し
て
は
水
れ
た
い
、
肢
は
行
及
，山
で
は
典
前
技
術

m

m以
内
十
物
の
刷
以
、
森

qHW．浜
、
花
弁
、

引
が
〕
放
し
作
品
す
か
ら
治
相

Mm必
は
御
沌
竹
山
州

家
消
の
疹
到
例
W
円
よ
り
他
に
な
い
の
で
す
下
さ
レ

〈

聞

け

民
改
山
口
及
所
）

一

か
ら
早
く
何
れ
か
を
滝
沢
共
川
批
准
し
て

。
山
小
の
川
行
宏
し
よ
う

一

経
営
の
改
善
策
歩
講
じ
た
い
も
の
で
す
。

一

ヤ
ギ
礼
礼
牛
な
飲
む
こ
と
は
附
山
上
非

一

最
近
巣
作
と
し
て
に
ん
に
く
裁
肝
が
克

司
常
に
よ
い
こ
と
で
す
。

一

励
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
此
の
こ
と
に
つ
い

一

村
米
百
グ
ラ
ム
の
カ
ロ
リ
ー
は
三
四
二一

て
述
べ
ま
す
。

一牛
乳
百
グ
ラ
ム
の
カ
ロ
リ
ー
は
五
九
、
ャ

一

・
：
・に
ん
に
く
の
特
殊
加
工
品
で
あ
る

一
ギ
乳
は
作
礼
よ
り
カ
ロ

リ
ー
は
高
い
。

一

「
ガ
ー
リ
ッ
ク
」
は
調
味
品
と
し
て
消
一

そ
こ
で
牛
乳

一
合
（

一
八

0
グ
ラ
ム
）
一

四
は
日
本
間
内
ア
メ
リ
カ
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
一

O
六
、
ニ
カ

ロ
リ
ー
白
米

一
作
（
一

一

を
問
わ
ず
刊
界
の
お
．
於
は
非
常
に
多
い
の

四

一．一グ
ラ
ム
）
円
八
九
カ
ロ
リ
ー
あ
り
ま

一

で
新
潟
県
に
於
て
食
品
化
工
会
牡
ケ
役
立

す
。

一

し
て
昨
年
か
ら
大
政
杭
や
・
究
帥
し
ぶ
県
で
従
っ
て
山
下
礼

一〈
H

を
飲
む
と
カ
ロ
リ

一

は
水
位
約
七
十
町
歩
的
枝
川
巾
込
が
あ
る

’
だ
け
な
ら
山
米
一
一勺
で
す
が
ヤ
ギ
礼
は

一

と
の

ψ
で
木
町
に
於
て
も
い円
ぷ
位
の
あ
る

北

市
に
的
化
が
上
く
そ
の
う
え
タ
ン
パ
ク

一

特
産
品
の
化
艇
を
巧
へ
て
山
間
引
似
枚
州
行
間
山
民
水
化
物
灰
分
の
川
尚
が
よ
く
て

地
、
水
旧
記
作
と
し
て
H
川
市作
成
わ
な
阿
る
栄
特
例
制
が
日
比
く
、
ピ
タ

t
yが
州
市
一
宮
で

一

べ
き
で
あ
ん
う
。

食
品
と
し
て
一
帯
よ
く
小
供
で
は
発
育
と

一

北
陵
沼
山
、
新
潟
産
の
に
ん
に
く
は
気
知
脳
的
特
速
を
よ
く
し
、
老
人
は
生
命
を
一

象
関
係
に
よ
り
H
木
最
高
の
門
川
町
の
も
の

一
長
く
し
ま
す
。

民
家
の
食
生
活
は
と
か
く
一

が
生
産
さ
る
L
こ
と
』
加
工
歩
間
り
が
最
一
栄
養
が
不
昆
に
な
り
易
い
と
云
わ
れ
る
の

一

も
高
い
の
で
す
。

一
で
、
牛
乳
や
山
平
乳
を
毎
8
飲
む
よ
う
に
一

生
産
条
件
で
は

一
な
る
と
健
康
と
長
命
は
今
日
と
は
大
変
な
一
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①
に
ん
に
く
安
定
栽
培
の
奨
め

②
山
羊
の
飼
育
を
し
よ
う

相
違
と
な
り
、
胃
腸
病
も
非
常
に
少
く
な

る
こ
と
で
し
ょ
う
ヤ
ギ
を
買
う
に
は
父
母

の
胤
統
が
よ
く
体
形
や
健
康
出
乳
能
力
な

ど
十
分
見
き
わ
め
て
優
秀
な
山
羊
を
飼
育

し
て
家
族

一
人

f
t＼
か
毎
日
ニ
｜
三
合
宛

飲
用
す
る
よ
う
に
特
及
し
た
い
も

の

で

す
。

連
車
問

研

修

会

去
る
七
月
十
六
日、

十
七
日
の
両
日
に

わ
た
っ
て
行
な
わ
れ
た
朝
日
町
述
合
青
年

間
主
似
の
背
年
研
修
会
は、

町
内
の
青
年

約
百
名
（
内
女
子
瓦

O
名
）
参
加
の
も
と

に
山
崎
小
学
校
を
会
場
に
聞
か
れ
た。

研
修
生
は
、
町
教
委
、
県
育
協
理
事
等

の
抗
議
官
熱
心
に
受
誠
、
レ
ク
リ
エ

1ν

ヨ
ン
咋
で
親
雌
を
計
る
な
ど
有
窓
義
に
こ

臼
聞
の
研
修
合
終
え
た
。

研
栴
内
存
及
び
会
場
の
空
気
か
ら
見
て

今
後
の
背
年
川
刑
制
に
大
き
な
光
明
ψ
・も

た
ら
す
も
の
と
忠
わ
れ
る
。
。

（
朝
日
町
辿
〈
n
mけ
年
問
）

泊
高
等
学
校

間

待

一
肘
体
育
一
後
援
会
決
算

牧

入

弐

拾
壱
万
八
千
八
吉
拾
弐
円
也

内
訳

特
別
寄
附

拾
参
万
六
千
円
也

一
般
寄
附

八
万
弐
千
五
百
参
拾
円
也

銀
符
利
以
弐
百
七
拾
弐
円
也

支
出
弐
拾
官
万
四
千
八
百
四
折
山
也

内
釈

迦
併
迎
川

mm

大
会
出
場
町

倉
千
拾
を
円
山

拾
七
万
弐
ヰ
官
官
折
否

問
山

会

合

町

弐

チ

mu百
五
拾
川
山

壮
行
合
引
五
千
弐
拾
弐
円
也

大
会
参
加
料
参
千
五
百
円
也

強
化
令
宿
補
助
弐
ヰ
参
百
円
也

ト
レ
ー
ニ
ン
グ

νヤ
ツ
上
下

弐
万
六
千
円
也

師
七
百
王
拾
円
也

参
千
九
百
六
拾
八
門
也

職
差
引
残
額
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N
H
K
青
年
学
級
と
は

開
同
年
学
級
そ
の
他
任
意
の
グ
ル
ー
プ
で

一

N
H
K
青
少
年
向
放
送
番
組
を
グ
ル
ー
プ

一

の
学
習
に
利
用
し
、
お
互
い
の
親
睦
と
教
一

義
を
高
め
あ
う
グ
ル
ー
プ
の
こ
と
で
す
。

一

私
た
ち
の
社
会
生
活
に
は
自
分
だ
け
で
解

一

決
で
き
な
い
問
題
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
み

一

な
さ
ん
の
な
か
に
は
す
で
に
な
か
ま
ど
う
一

し
で
共
同
の
仕
事
を
す
す
め
た
り
、
活
発
一

な
議
論
を
し
た
り
さ
れ
て
い
る
か
た
も
多
一

い

で

し

ょ

う

。

一

ま
た
、
こ
れ
ら
な
か
ま
．つ
く
り
を
し
て

一

充
実
し
た
生
活
を
お
く
ろ
う
と
考
え
て
一

い
る
か
た
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
な
か

一

ま
が
話
し
あ
い
、
考
え
あ
う
こ
と
は
背
一

年
の
生
き
方
の
大
き
な
特
徴
で
あ
り
ま一

す
が
、
み
な
さ
ん
が
た
の
店
し
あ
い
の

一

た
め
に

N
H
K
で
は
、
次
の
紋
送
帯
組
一

を
利
川
し
て
お
り
ま
す
。
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